
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童生徒一人一人のニーズに応じた
指導・支援による確かな学力の定着

○児童生徒の的確な実態把握と知的障
害の各教科等の学習状況を踏まえた上
で、学力の定着につながる授業ができ
たと答える教員が80％以上とする。
○児童生徒のニーズに応じた指導・支
援をとおして、学んだことが身に付いて
いる授業が行われていると答える保護
者が80％以上とする。

・個別の指導計画の位置づけ及び知的
障害の各教科等の内容と「学びの履歴」
を踏まえた計画の作成・活用・評価につ
いての職員研修を実施する。
・各教科等の内容を基に、児童生徒の
知的障害の状態等に応じて、小学部は
６年間、中学部は３年間を見通して、具
体的な指導内容を設定する。
・「児童生徒がもっている能力や可能性
を最大限に伸ばす」ことを意識した授業
づくりを行うとともに、ＰＤＣＡサイクルに
基づいて授業改善を図る。
・複数の視点から児童生徒の指導や評
価を客観的に行えるよう、年３回個別の
指導計画検討会をもつ。

A

・中間アンケートでは、保護者96％職員87％
の高い割合で学力の向上が見られたとする
回答結果が得られた。
・職員研修の実施、計画・評価に必要な情報
提供を行いながら、各学級で、学習評価を踏
まえた授業改善の工夫をし、計画的に個別の
指導計画に沿った取組を実施している。
・個別の指導計画の活用状況から教育課程
を評価する流れに準じ、具体的な指導内容を
小学部6年間、中学部3年間で計画的かつ効
果的に取り扱えているかを検証しているところ
であり、今後も継続して取り組んでいく。

A

・最終アンケートでは、保護者93％職員96％
の高い割合で学力の向上が見られたとする
回答結果が得られた。
・必要な時期に必要な内容の情報を職員へ
提供し、それぞれがよりよく知見を深めたこと
で、個に応じた質の高い授業実践に迫ること
ができた。
・個別の指導計画の活用状況から教育課程
を評価する流れに準じ、具体的な指導内容を
小学部6年間、中学部3年間で計画的かつ効
果的に取り扱えているか検証した結果、概ね
適切に取り扱えていることが分かった。これか
らも児童生徒の実態と願いに基づきながら、
よりよい教育課程の実現に向けて探究してい
きたい。

A

・数値目標も達成し、児童生徒の学力定着に
つながっていると思います。今後も学力向上
のため様々な改善を実施してください。
具体的取組の「個別の指導計画検討会」も年
３回実施できたと伺っていますので、引き続き
取り組まれてください。
・アンケートの結果では、学力の向上につい
て保護者ともに高い満足度が表れている。
・個別の指導計画と教育課程の指導内容が
計画的、効果的に取り扱えているとのことで、
実態と願いに基づいた実践が成果につな
がっていると思う。

教務部
研究部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学校生活全般において、「思いやりや
豊かな心」を育むことを意識して指導・
支援を行ったと答える教員が80％以上
とする。
○学校生活を通して、児童生徒は「思い
やりや豊かな心」を育んでいると思う保
護者が80％以上とする。

・道徳的な価値を育むことを学級経営上
の目標とする。
・日常生活の指導や生活単元学習の時
間において、特別の教科道徳の内容を
適切に取り扱う。

A

・中間アンケートでは、学校生活全般におい
て、「思いやりや豊かな心」を育むことを意識
して指導・支援を行ったと答える教員が90％
以上であった。また、学校生活を通して、児童
生徒は「思いやりや豊かな心」を育んでいると
思う保護者も90％以上であった。
・今後も、授業に加え、日常生活の具体的な
場面を捉えて、道徳的な価値を育む内容を適
切に取り扱っていく。

A

・最終アンケートでは、学校生活全般におい
て、「思いやりや豊かな心」を育むことを意識
して指導・支援を行ったと答える教員が90％
以上であった。また、学校生活を通して、児童
生徒は「思いやりや豊かな心」を育んでいると
思う保護者も90％以上であった。
・保護者の回答で、評価できない・わからない
という回答が複数あるので、次年度も授業に
加え、日常生活の具体的な場面を捉えて、道
徳的な価値を育む内容を適切に取り扱ってい
く。

A

・数値目標も達成し、良い教育活動ができて
いると思います。保護者からの「評価できな
い」　「わからない」の回答を減らせるよう継続
して取り組んでください。
・「思いやりや豊かな心」を育むというのは目
に見えにくいところでの評価だが、教員も保護
者も高い評価が出ており、日頃の教員の関わ
り方が温かいものであることがうかがえる。

生活指導部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめ」の早期発見、対応、未然防
止、解消のために他職員や保護者と連
携して、児童生徒の指導・支援にあたる
ことができていると答える教員が80％以
上とする。
○日常的な連絡、面談、調査等で、児童
生徒の生活状況を学校（担当）と共通理
解できていると答えた保護者が80％以
上とする。

・いじめの未然防止、早期発見と対応が
できるよう、職員の報告・連絡・相談体
制を整える。
・年２回の保護者アンケートを実施する
とともに、毎日の保護者との会話や連絡
帳を活用して情報の共有に努める。
・人権・同和教育に関する研修を行う。

B

・中間アンケートでは、教員・保護者とも、「い
じめ」の早期発見、対応、未然防止、解消の
ための連携や日常的な共通理解について
80％を超えていたが、教員が100％・保護者
は83％で、やや数値に差異がある。
・今後も引き続き密な連携を心掛けるととも
に、保護者の疑問や不安を聞く姿勢をもって
丁寧に対応していく。
・７月に人権・同和教育に関する研修を行い、
人権意識の一層の高揚を図った。

A

・最終アンケートでは、「いじめ」の早期発見、
対応、未然防止、解消のための連携や日常
的な共通理解について、教員が100％・保護
者は89％で、やはり数値に差異があるが差異
の幅は減少した。
・次年度も引き続き密な連携を心掛け、保護
者の疑問や不安を置き去りにしない姿勢を
もって丁寧に対応していく。
・7月実施の研修で学んだことを踏まえ、職員
は、児童生徒の人権をより尊重する対応がで
きていたと考える。

A

・数値目標も達成し、いじめに関する取り組み
が充実していると思います。今後は教員と保
護者との数値の差を分析のうえ取り組んでく
ださい。
・「いじめ」に対する教員と保護者の差異が若
干みられるが、高い評価であると思う。 生活指導部

●児童生徒が夢や目標をもち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・今と将来の豊かな生活の実現につな
がるような単元を設定する。
・児童生徒の意欲を喚起できるよう、授
業等で児童生徒が「できた」「わかった」
ことを一人一人丁寧に評価する。
・児童生徒との適切な関わり方につい
て、適時、マルトリートメントに関係する
資料等を共有する。

B

・中間アンケートでは、「先生はよいところに気
づいて認めてくれると思う」、「先生はこれから
したいことやできるようになりたいことに気づ
いてそれに向けた取組をしてくれると思う」と
回答した保護者はそれぞれ89％、81％だっ
た。
・今後も、教員は児童生徒との適切な関わり
方について、研修等で理解を深めながら、将
来の豊かな生活を意識した取組、保護者への
丁寧な説明を行っていく。

B

・最終アンケートでは「先生はよいところに気
づいて認めてくれると思う」、「先生はこれから
したいことやできるようになりたいことに気づ
いてそれに向けた取組をしてくれると思う」と
回答した保護者はそれぞれ89％、72％だっ
た。
・SCによるマルトリートメントに関する職員研
修を実施するなど、児童生徒との適切な関わ
り方について理解を深めた。
・将来に向けた取組については「わからない」
と回答した保護者が増加したため、今後も将
来の豊かな生活を意識した取組、保護者への
丁寧な説明を行っていく必要がある。

B

・「先生はこれからしたいことやできるようにな
りたいことに気づいてそれに向けた取組をし
てくれると思う」という保護者の回答が中間評
価から最終評価の間だけで９％も下がってい
ることから、この間に実施した取組に問題が
なかったかを振り返る必要があると思いま
す。
・将来に向けた取組について、保護者側の立
場からすると、情報提供が少ないと思われま
す。
・必要に応じた情報提供、丁寧な説明を行っ
ていただけると、保護者も安心するのではな
いかと思われます。
・将来の生活については社会とのつながりの
中で不安定な要素も多いので「わからない」
のはある程度仕方ないことかもしれないが、
その中でできることから少しずつ進めていけ
たらいいのではないかと思う。

教務部
進路指導部

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成
●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

○早寝早起きをし、毎朝朝食を食べて
いると回答した児童生徒が80％以上
●「健康に良い食事をしている」児童生
徒80％以上

・生活習慣や食事に関する単元を設定
する。
・保護者や関係機関と連携し、児童生徒
の食に関する実態を把握する。
・保健だよりを年８部発行する。 B

・中間アンケートでは、学校の取組及びそれを
踏まえた家庭での取組について、職員の
96％、保護者の87％が、達成できているとし
ている。
・今後も、授業や生活場面での取組を進める
とともに、ポスターや保健だより、職員朝礼で
の紹介・呼びかけにより食育や生活習慣につ
いての情報を提供していく。

A

・最終アンケートでは、学校の取組及びそれを
踏まえた家庭での取組について職員の96％、
保護者の91％が達成できているとしている。
・今後も、児童生徒の実態に合わせた食育や
生活習慣についての情報を保健室や学校医
と連携しながら提供していく。

A

・数値目標も達成し、児童生徒の食への関心
が高まっていると思われます。また、ポスター
や保健だよりの作成は大変だとは思います
が、引き続き実施してください。
具体的取組の「保健だよりを年８部発行する」
も現在８部目を起案中と伺っていますので引
き続き取り組まれてください。
・生活習慣や食事に関する取り組みが成果と
して表れていると思う。

保健厚生部

●効果的な地域支援に向けた特別支援
学校のセンター的機能の充実

○鳥栖田代分校は、地域の特別支援教
育のセンター的役割を果たすための専
門性が担保されていると回答する保護
者及び職員が70％以上とする。

・地域の関係機関や教育委員会主催の
会議や研修への参加を徐々に増やし、
情報収集や協働体制づくりに努める。
・地域の要請に応じて、関係機関と連携
しながら巡回相談を実施する。
・地域支援、関係機関との連携に生か
せるよう、特別支援教育の専門性や障
害者施策に関する知見を高める。

B

・中間アンケートでは、センター的役割に関す
る連携体制構築や理解啓発の取組につい
て、保護者、職員平均で概ね80％程度の評
価を得られた。
・情報収集や協働体制作りに努めた一方で、
職員の中に、評価が低い者・「わからない」と
する者が一定数おり、今後、研修会へ積極的
な参加や専門性を高める取組を充実させて
いくことが課題だと考える。

A

・最終評価アンケートでは、職員の専門性、知
見を得る取組について89％、保護者からは、
地域連携や特別支援教育の理解啓発につい
て77％の評価が得られた。
・数値目標に照らした評価はAであるが、保護
者からは「全く評価できない」（４％）「わからな
い」（19％）との意見が合計すると２割程度あ
り、センター的機能の役割について保護者へ
の啓発活動をより工夫、充実させていく必要
がある。

A

・数値目標も達成し、地域の関係機関等との
会議や研修をとおし情報収集や協働体制づく
りに努め、地域の特別支援教育のセンター校
の役割を十分果たしていると思います。ただ
し、保護者からの「全く評価できない」　「わか
らない」の回答を減らせるよう継続して取り組
んでください。
・センター的機能は、保護者よりも地域の関係
機関による評価を採用する方が妥当なので
はないか。

地域支援部

○地域の人々と活動を共にする交流及
び共同学習の積極的な推進

○学校間、居住地校交流、地域間交流
をとおして、相互の理解が深まったと答
える保護者、職員が80％以上とする。

・実態に応じて、年に数回、居住地校交
流や地域との交流を図る場を設定し、全
職員で協力して取り組む。
・記録やチェック表を活用し、効果的な
打ち合わせを行う。
・地域の方と連携した交流行事を実施す
る。

B

・中間アンケートでは、交流による相互理解の
深まりの評価は60～70％となっているが、居
住地校交流実施は後期が殆どであるため、
参考値として捉えている。
・事前の打合せについては、前年度までの記
録を参考にしながら、効果的に実施している。
・居住地校交流については、全児童生徒数の
うち40％が実施する予定であり、県内でも高
い実施率であると思われる。

B

・実施後、交流を通して相互理解が深まったと
回答した職員の数は増えたが、保護者からの
評価はほぼ横ばいであった。
・取組の実際としては、事前打合せの内容を
もとに相手校と実施することができた。
・居住地校交流は、全児童生徒数のうち39％
が実施、今後は交流を通して児童生徒の変
容について保護者に発信することも必要だと
考える。

B

・保護者からの評価が低いことが気になりま
す。中間及び最終評価では居住地交流会に
ついては県内でも高い実施率と評価している
ので、その事実や内容を保護者へ発信強化
すべきだと思います。
・居住地校や学校間、地域との交流の実施に
より相互理解がおり深まったようだ。多忙な中
で設定するのも容易ではないのではないかと
思う。

総務部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
「遵守できた」と回答した職員が80%以上

・年間５回以上の「完全定時退勤日」を
設定する。
・「ノー会議デー・定時退勤推進日」を設
定するとともに、会議の時間や方法など
について効率化を図る工夫を行う。
・時間外在校等時間が45時間を超える
職員については管理職による面接を実
施する。

B

・中間アンケートでは、「どちらかといえばそう
思わない」が２名おり、45時間超の職員であ
る。
・上記職員については、面接という形だけでな
く、日常的なやりとりを密にし、コンディション
や業務状況について随時確認している。
・会議の時間や方法については、紙面開催や
資料の事前配布、開始時間の繰上げなどに
より、効率化を図っている。

B

・中間アンケートから最終アンケートの数値は
ほぼ横ばいであり、超過勤務職員の実態も変
わりない状況である。
・「働き方への意識を少しずつ高めましょう」と
いう資料の作成・配布、起案文書の事前デー
タ確認、会議の紙面開催、時間の縮減を行う
などして、職員の事務処理の効率化を図っ
た。

A
・
B

・数値目標も達成し、45時間超の職員に対し
ての措置や様々な業務効率化の推進に取り
組んでいることについての努力を評価いたし
ます。
・職員の多忙を解消する手立てを真剣に考え
ると良いと思う。職員の健康なくして良い指導
の取り組みはできないと思う。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇教育DXの推進

○教育活動におけるＩＣＴ等の機器活用

○デジタル化による効率的な校務の実
施

○ICT等の機器を用いて、児童生徒の
教科等の学習の理解を高めたり、児童
生徒が学習等に取り組める環境をつくっ
たりすることができたと答える教員、保
護者が70％以上
○デジタル化により校務の効率化が図
れていると答える教員が70％

○ＩＣＴ活用に係る職員研修の実施、ヘ
ルプデスク（現地員）との連携、校務分
掌担当者によるサポート
○研修等のオンデマンド化、アンケート
や提出物のデジタル化

B

・中間アンケートでは、ＩＣＴ利活用の効果に関
する保護者の評価が60～70％、「わからな
い」という回答が1/4を占めているが、職員は
80～90％が取り組めていると評価をしてお
り、乖離がみられる。
・引き続き、実践面での積極的な利活用を促
進するとともに、保護者への周知についても
取り組んでいく必要がある。
・校務に関する中間アンケートでは、効率化
が図れている職員は70％となっており、オン
ライン研修やFormsの活用などの成果と考え
る。

A

・ICT利活用については、「分からない」と回答
した保護者が２割を占めており、中間アン
ケートに引き続き保護者と職員間での認識に
差が見られるが、数値目標は達成した。学習
用端末を効果的に活用し、それによる児童生
徒の様子や変容について連絡帳や日頃のや
り取りの中で情報提供をしていく必要がある。
・デジタル化による校務の効率化について
は、８割以上の職員が評価をしている。校務
システム上での資料共有や掲示板の活用な
どの成果と考えられる。今後も本校の実情と
照らし合わせながら活用方法を検討・実行し
ていきたい。

A

・保護者からは評価がしづらい項目だと思い
ますが、ある程度の数値目標も達成し、教育
DXが推進できていると思います。今後も引き
続き実施してください。
・ＩＣＴ利活用で学習の理解を高めたり、デジタ
ル化での校務の効率化が図られていると思
う。 ＩＣＴ

教育支援部

○自立活動の充実

○自立活動に係る専門性の向上と、授
業実践の充実

○自立活動の在り方を考え、指導内容・
方法の工夫を行い、児童生徒一人一人
の心身の調和的発達の基盤を培うこと
ができたと回答する教職員が80％以上
とする。

・自立活動の指導計画を作成や指導内
容に関する事例研修を行う。
・知的障害の自立活動に関する先進的
な取組や実践事例、研修の情報等を収
集し、紙上等で伝達する。

B

・中間アンケートでは、80％の職員ができてい
ると評価している。
・8月に外部人材を招いての自立活動の公開
研修会を実施した。事例に沿ったグループ
ワークや協議を通して得た知見を、後期の指
導内容・方法の工夫につなげていく必要があ
る。

A

・最終アンケートでは、80％の職員ができてい
ると評価している。
・10月に外部人材を招いて行った公開研修
や、校内研究で取り組んだことを生かして、各
学年の実態に応じて、自立活動の指導の内
容を考えることができた。

A

・数値目標も達成し、自立活動の指導が充実
していると思います。今後も引き続き取り組ん
でください。
・公開研修や校内研究での取り組み等で、児
童生徒の心身の調和的発達の基盤を培うこと
ができていると思う。

自立活動部
研究部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・各評価項目において、保護者、職員、学校関係者からある程度高い評価を得た。
・学習面では、知的障害のある児童生徒への教育課程を適切に実施しながら学力の向上を図ってきた。また、家庭・関係機関との連携に基づき、学校生活全般にわたって心の教育や健康・体つくりの実践を充実させる点において、一定の成果が得られた。
・一方で、進路指導、地域支援、ＩＣＴ利活用に関しては、学校からの積極的な情報提供が必要であるという保護者・学校評議員の指摘があり、次年度以降、関係者への理解啓発の方策を考えていく必要がある。
・鳥栖田代分校は次年度が最終年度となるが、令和８年度開校予定の鳥栖特別支援学校への移行や、国の教育施策の動向を意識しつつ、知的障害教育の本質を押さえながら児童生徒主体の教育を追究していきたい。

主な担当者学校関係者評価

２　学校教育目標 一人一人に応じた指導・支援をとおして、児童生徒がもっている能力や可能性を最大限に伸ばし、明るくすこやかで豊かな心をもち、自立し社会参加できる児童生徒の育成を目指す。

３　本年度の重点目標

「児童生徒の豊かな生活と成長の保障」

①専門性の更なる向上と、教育活動への反映

②個に応じた進路指導の充実

③特別支援教育のセンター的機能の充実

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立中原特別支援学校（鳥栖田代分校）

１　前年度

　　評価結果の概要

〇令和６年度校務分掌組織に〇令和６年度校務分掌組織において、自立活動部を「自立活動部」と「研究部」に分離することにより、自立活動の推進、授業づくりの充実等、専門性の向上を図る。

〇進路指導については、引き続き実習等の丁寧な説明や情報の提供を行い、キャリア教育の充実、発展を目指す。

〇特別支援教育のセンター的機能の充実については、関係機関との連携を図りながら、巡回相談や研修会を実施し、地域に定着してきた。今後もニーズの把握や分析をしながら、継続して取り組んでいく。継続して取り組んでいく。

●心の教育

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

●地域支援


